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同種移植腎においては 2日日ごろからリンパ球単球を
主体とする単核細胞が毛細血管内皮細胞の扇平部を中心
に附着し，しだいに間質へ浸潤，増殖した。毛細血管に
は内皮細胞の基底膜よりの離聞が進行し，基底膜は蛇
行，消失し，同時に内皮細胞の扇平部が消失し，出血も
見られた。これらの変化は細胞浸潤，増殖の程度と平行
する。そして，ついには毛細血管はその構造を失うまで
に崩壊する。蛍光抗体法を用いて観察すると，毛細血
管，細小動脈に免疫グロプリンの沈着は見られなかっ
た。以上より，自rstset rejectionが移植腎組織，こと
に毛細血管と recipient由来の細胞との間の相互作用に
よる崩壊にあると考えられる。 
18.同種材料による静脈移植の研究
宮内好正，島 毅，古謝景春(ー外)
静脈移植は血管外科に残された最大の問題である。移
植片として自家静脈が良いとされているが十分な内径と
長さを有する自家静脈の採取にはおのずから限界があ
る。そこでわれわれは同種管状臓器による上下大静脈移
植を検討したので報告する。
検討材料は (1)同種新鮮静脈， (2)かpropiolactone
消毒同種静脈， (3) s-PL処理同種気管および (4)テト
ロン人工血管の 4群で，同種材料群では蛍光抗体法によ
り免疫学的反応をも検討した。
結果:人工血管群では 5例中 3例が 2週以内に閉塞し
たが早期血栓形成をまぬがれたものは I年以上生存開通
している。
同種組織を用いた 3群には 2週以内の閉塞はなく， 4 
，.12ヵ月の長期観察では同種気管群 100%，新鮮静脈群 
80%，s-PL静脈群 60%の開存率であった。免疫学的
反応の点ではいずれの群も軽度で、あり，差は認めなかっ 
T乙。
同種気管が最も有望であると考えられる。 
19.抗白血球正常抗体の性状について
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われわれは出血に対して同量の各種補液を行ない，手
術前後の循環血液量を Volemetronにより測定，適切な
補液投与量について検討を加えた。対象は乳癌根治術を
行なった 62例である。
①術前の循環血液量 (B.V.)は， p31 RISAを指示
薬としたものは，平均 72.3mljkg，循環血繋量 (P.V.)
は平均 41.8mljkg，Cr51 を赤血球に標識し，p25 RISA 
と同時に使用したものでは， B.V.は平均 59.2mljkg， 
P.V.は平均 39.9mljkgとなった。
②体重あたりの B.V.(Y)と，肥満度 (X)との関係
は， Y=121.31-33.65X (r=-0.78)なる回帰直線で
表現される。ただし Xは Rohrer指数で表示。 
③ 出血率 20%以上のものについて，術後 B.V.保
持の面からみると，低分子デキストラン 92.7%，ゼラチ
ン製剤 89.5%，生食 79.6%，乳酸加リンゲ、Jレ75.0%と
なり，コロイド群が B.V.保持の点ですぐれている。 
④ B.V.保持のためには， 電解質溶液で出血量+術
前 B.V.の20%以上，コロイド群で出血量+術前 B.V.
の 10%以上の補液投与が望ましい。 
21.心理テストからみた麻酔前投薬の研究 
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麻酔前投薬の目的は手術前の不安，緊張をのぞくため
にあり，近年各種の minortranquilizerが使用されて
ドる。これら薬剤が前投薬のスクリニングに用いる場合
には患者の不安，尺度を知る必要がある。そこで MAS 
(Manifert Auxiety Scale)松山，黒田氏精神調査法を
併用した。国立ガンセンターのがん患者 167名を対象
に，コントロールに厚生年金病院非がん患者を選んだ。
がん患者は高不安群が多く， MAS平均得点、も高い。疾
病感，手術の恐れも特異な精神尺度を示した。また性別，
年令，疾患，がん進行度とも密接な関係がある。次にこ
れら不安得点と前投薬による鎮静効果との関係を検討す
ると Diazepam10 mg，筋注後， 高不安群は約半数が
効果なく，そのほかの群では約 80%が鎮静効果良好で、
ある。疾病感，手術の恐れも平均得点以下の低い群では
鎮静良好であり，統計的に有意の差を認めた。以上の成
績から不安得点と態度尺度は前投薬を行なう場合に一つ
の指標を与えると考える。 
22.各種吸入麻酔剤による副腎皮質機能 
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麻酔および手術侵襲によって副腎皮質機能のうける影
響をほぼ同一の手術侵襲といえる胃切除施行例でGOF， 
GOP，GOE群についてそれぞれ老年者群，若年者群に
わけ検討した。 PlasmaCortisol変動からみると GOF
群では老年者群が麻酔終了時から回復室収容時，その値
の上昇が大でその傾向が持続する。 GOP群では変動お
